
平成 31年度(2019 年度)学生便覧の訂正について  

対象：2019 年度入学 国語教育専修（小） 

2019 年度入学 美術教育専修（小）・（中）  

   2019 年度入学 保健体育専修（小）・（中） 

      2019 年度入学 特別支援教育専修（小）・（中） 

 

訂正事項： 

①「履修基準表」の必修および自由科目の単位数 （美・保体）、修

得単位の条件（特支） 

②「各教科の指導法」の必修選択の別（国・保体） 

③「国語教育専修(小)専門科目」の必修選択の別（国） 

④「大学が独自に設定する科目（旧：教科又は教職に関する科目）」

の科目区分・開講学期・備考欄（美） 

  

※ 詳細は次ページ以降に記載していますので、対象となる学生は、 

よく確認すること。 



２．履修基準表

教育の総
合的理解

現 代 的 ・
地 域 的 教
育 課 題 に
関 す る 科
目

小学校
教   科

各教科の
指導法

教職実践
に関する
科目

必
　
修

選
　
択

教育実践学
専 修

20 20 6 20 20 10 15 9 0 4 124

子ども教育
開 発 専 修

20 20 6 20 20 11 20 3 0 4 124

国 語 教 育
専 修

20 20 6 14 20 10 22 8 0 4 124

社会科教育
専 修

20 20 8 14 20 10 10 12 6 4 124

数 学 教 育
専 修

22 20 6 14 20 10 10 9 9 4 124

理 科 教 育
専 修

20 20 6 14 20 10 16 10 4 4 124

音 楽 教 育
専 修

20 20 6 14 20 10 23 7 0 4 124

美 術 教 育
専 修

20 20 6 14 22 10 11 12 5 4 124

保 健 体 育
専 修

20 20 6 14 20 10 22 7 1 4 124

技 術 教 育
専 修

24 20 6 14 20 10 16 4 6 4 124

生 活 科 学
教 育 専 修

20 20 6 14 20 10 22 6 2 4 124

英 語 教 育
専 修

20 20 6 14 20 10 27 3 0 4 124

国 語 教 育
専 修

20 20 6 － 8 10 20 22 14 4 124

社会科教育
専 修

20 20 8 － 8 10 26 12 16 4 124

数 学 教 育
専 修

22 20 6 － 8 10 22 6 26 4 124

理 科 教 育
専 修

20 20 6 － 8 10 20 28 8 4 124

音 楽 教 育
専 修

20 20 6 － 8 10 29 11 16 4 124

美 術 教 育
専 修

20 20 6 2 10 10 11 22 19 4 124

保 健 体 育
専 修

20 20 6 － 8 10 27 12 17 4 124

技 術 教 育
専 修

24 20 6 － 8 10 20 22 10 4 124

生 活 科 学
教 育 専 修

20 20 6 － 8 10 29 12 15 4 124

英 語 教 育
専 修

20 20 6 － 8 10 37 15 4 4 124

特別支援教
育専修(小)

20 20 6 10 20 9 28 7 0 4 124

特別支援教
育専修(中)

20 20 6 － 8 9 28 29 0 4 124

注１） 教育の総合的理解（20）＝教育の基礎的理解に関する科目（10）＋道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目（10）

注２） 教職実践に関する科目（10）＝教職体験Ⅰ（１）＋教職体験Ⅱ（１）＋介護等体験指導（１）＋学校教育実践研究（１）＋教育実習（４）＋教職実践演習（２）

　　　 ※子ども教育開発専修においては、教職体験Ⅱの代わりに、子ども学フィールドワーク（２）を履修し、教育実践に関する科目を１１単位履修すること。

　　　 ※特別支援教育専修においては、教職体験Ⅱの代わりに、インクルーシブ教育フィールドワーク（１）を履修すること。

　     ※教職実践演習の一部クラスでは、教職実践研究（自由科目）の履修を前提としているので、注意すること。

       ＊＊は、介護等体験指導（１）を省く。

注4） 自由科目は、共通教育科目又は専門教育科目から履修することができる。

注5） 現代的・地域的教育課題に関する科目においては、「地域志向教育科目」を１単位以上履修すること。

卒
業
研
究

専修専門
(専攻共通含む)

共
通
教
育
等

学部共通 コース共通

教科教育
専 攻

自
由
科
目

卒
業
要
件

　　　 中学校選修の＊は、１教科の中学校教科に関する専門的事項の科目20単位以上 、「大学が独自に開設する科目」６単位以上を含む。

注3）  小学校選修の＊は、「大学が独自に開設する科目」４単位以上を含む。

小 学 校
教育コース

中 学 校
教育コース

学校教育
専 攻

教科教育
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特別支援
教育専攻

特 別 支 援
教育コース

***

**

コース

科 目
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　　　　・小学校教育コースは、「各教科の指導法」（小学校）について履修すること。

　　　　・中学校教育コースは、当該専修の「各教科の指導法」（中学校）について履修すること。

科目番号
小

ｺｰｽ
中

ｺｰｽ

・各教科の指導法
（小学校）

国４０２ 必 自 2 ２－０ ２～３ 前・後 　小学校国語科教育についての基
礎的研究

社３９０ 必 自 2 ２－０ ２～３ 前・後 　小学校社会科教育の目標、内容、
方法等に関する具体的講述

教数３５５ 　初等算数科教育法 必 自 2 ２－０ ２～３ 前・後 　小学校算数科教育の目標、内容、
方法等に関する具体的講述

理３９０ 　初等理科教育法 必 自 2 ２－０ ２～３ 前・後 　小学校理科教育の目標、内容、方
法等に関する具体的講述

教共３０２ 　初等生活科教育法 必 自 2 ２－０ ２～３ 前・後 　小学校生活科教育の目標、内容、
方法研究の成果に基づいた具体的
な授業実践の検証を通して生活科
の在り方について学ぶ

音３６５ 　初等音楽科教育法 必 自 2 ２－０ ２～３ 前・後 　小学校音楽科教育の目標、内容、
方法等に関する具体的講述

美２５１ 　初等図工科教育法 必 自 2 ２－０ ２～３ 前・後 　小学校図工科教育の目標、内容、
方法等についての具体的講述

体３６１ 　初等体育科教育法 必 自 2 １－２ ２～３ 前・後 　小学校体育科教育の目標、内容、
方法等に関する具体的講述

家３９２ 　初等家庭科教育法 必 自 2 ２－０ ２～３ 前・後 　小学校家庭科教育の目標、内容、
方法等に関する具体的講述と実践

英教６０２ 　初等外国語教育法 必 自 2 ２－０ ２～３ 前・後 　小学校外国語教育の目標、内容、
方法等に関する具体的講述と実践

・各教科の指導法
（中学校）

国４０３ 　国語科教育法Ａ 自 必 2 ２－０ ２～３ 前又は後 　学習指導要領を踏まえた授業構
想を学ぶ

国語教育
専修

国４０４ 　国語科教育法Ｂ 自 必 2 ２－０ ２～３ 前又は後 　具体的実践例をもとに授業を構想
する

国４０５ 　国語科教育法Ｃ 自 必 2 ２－０ ２～３ 前又は後 　模擬授業と省察を繰り返し体験的
に学ぶ

国４０７ 必 必 2 ２－０ ２～３ 前又は後 　模擬授業と省察を繰り返し体験的
に学ぶ

社３９３ 　社会科教育法Ⅰ 自 必 2 ２－０ 2 前 　社会科教育（公民系）の目標、内
容、方法等に関する指導

社会科教
育専修

社３９４ 自 必 2 ２－０ 2 後 　　社会科教育（公民系）の内容とそ
の展開の研究

社４００ 自 必 2 ２－０ 2 後 　社会科教育（地理歴史系）の目
標、内容、方法等に関する指導

社４０１ 自 必 2 ２－０ 3 前 　　社会科教育（地理歴史系）の内
容とその展開の研究

教数３５３ 自 必 2 ２－０ 2 後 　数学教育の目的、内容、方法、歴
史等に関する概説

数学教育
専修

教数３５４ 自 必 2 ２－０ 3 前 　数学教育の内容、教材、方法に関
する具体的講述

教数３５６ 自 必 2 ２－０ 3 前 　数学教育の教材、方法、授業に関
する実践的講述

教数３５１ 自 必 2 ２－０ 3 後   数学教育の目的、内容、方法等の
特定領域に関する考究

理３９１ 　理科教育法Ａ 自 必 2 ２－０ 3 前 　中・高理科教育の目標、内容、方
法等に関する総論

理科教育
専修

理３９２ 　理科教育法Ｂ 自 必 2 ２－０ 3 後   中・高理科教育の教材の活用法や
学習評価等に関する概説及び模擬
授業の実施とその振り返り

理３９３ 　理科教育法Ｃ 自 必 2 ２－０ 3 後   物理的・地学的内容を中心とした
中・高理科教育の教材の効果的な
活用法等について

理４９５ 　理科教育法Ｄ 自 必 2 ２－０ 3 前   生物的・化学的内容を中心とした
中・高理科教育の教材の効果的な
活用法等について

必修選択
の別

　社会科教育法Ⅳ

　数学科教育法C

　(４）各教科の指導法

備　考

科　　　目　　　名

単
位
数

週
時
間

学　期

左記に対応する開設授業科目
受講
年次

免許法施行規則に
定める科目区分等

　社会科教育法Ⅲ

　社会科教育法Ⅱ

授　業　内　容

　初等社会科教育法

　初等国語科教育法

　数学科教育法D

　国語教育論Ⅱ

　数学科教育法Ａ

　数学科教育法Ｂ
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科目番号
小

ｺｰｽ
中

ｺｰｽ

必修選択
の別

備　考

科　　　目　　　名

単
位
数

週
時
間

学　期

左記に対応する開設授業科目
受講
年次

免許法施行規則に
定める科目区分等

授　業　内　容

・各教科の指導法
（中学校）

音３７１ 自 必 2 ２－０ 2 前 　中学校及び高等学校における音
楽科教育の基礎理論

音楽教育
専修

音３７２ 自 必 2 ２－０ 2 後 　中学校及び高等学校における音
楽科教育の基礎実践

音３７３ 自 必 2 ２－０ 3 前 　中学校及び高等学校における音
楽科教育の理論と実践の往還

音６０４ 自 必 2 ２－０ 3 後 　中学校及び高等学校における音
楽科教育の発展演習

美２５２ 必 必 2 ２－０ 2 前 　美術教育についての基礎的理論
及び授業研究

美術教育
専修

美３５１ 自 必 2 ２－０ 3 前 　美術教育の指導内容、指導方法
等の研究

美３５２ 自 必 2 ２－０ 3 後 　美術教育の指導内容、指導方法
等の研究

美３５９ 自 必 2 ２－０ 4 前 　美術教育の指導内容、指導方法
等の研究

体３６６ 自 必 2 ２－０ 2 後 　保健体育科の目標、内容方法に
関する指導

保健体育
専修

体３６７ 自 必 2 ２－０ 3 前 　保健体育科の目標、内容方法に
関する指導

体３６８ 自 必 2 ２－０ 3 前 　保健体育科の目標、内容方法に
関する指導

体３６9 　保健体育科教育法Ｄ 自 必 2 ２－０ 3 前 　保健体育科の目標、内容方法に
関する指導

技２７１ 自 必 2 ２－０ 2 後 　技術科教育の目標、内容、指導
法、授業観察、模擬授業など

技術教育
専修

技３７１ 自 必 2 ２－０ 3 前 　教材教具、学習指導案作成及び
評価について

技３７２ 自 必 2 ２－０ 3 後 　実習室の管理運営、実習の安全、
事故・災害事例とその対策について

技５０１ 自 必 2 ２－０ 4 前 技術科教育の国内外の授業実践例
について

家２９１ 自 必 2 ２－０ 2 後 　中学校技術・家庭科家庭分野各
領域の内容の取扱いと授業研究

生活科学
教育専修

家３９０ 自 必 2 ２－０ 3 前 　高等学校家庭科の各領域の内容
の取扱いと授業研究

家３９１ 自 必 2 ２－０ 3 後 　中・高校家庭科の教育基礎理論

家５０１ 自 必 2 ２－０ 4 前 家庭科における学習法と評価法に
ついての指導実践

英教２９１ 自 必 2 ２－０ 2
前

　英語科教育の理論と実践を学ぶ 英語教育
専修

英教３９１ 自 必 2 ２－０ 3
後

　英語科教育の理論と実践を学ぶ

英教３９２ 自 必 2 ２－０ 3
前

　英語科教育の理論と実践を学ぶ

英教３９３ 自 必 2 ２－０ 3
後

　英語科教育の理論と実践を学ぶ　　英語科教育法D

　保健体育科教育法Ａ

　美術科教育法Ｂ

　英語科教育法Ｃ

　家庭科教育法Ｂ

　家庭科教育法Ａ

　技術科教育法D

　美術科教育法Ａ

　保健体育科教育法Ｂ

　美術科教育法Ｃ

　音楽科教育法Ｃ

　美術科教育法D

　英語科教育法Ａ

　英語科教育法Ｂ

　家庭科教育法D

　保健体育科教育法Ｃ

　技術科教育法Ｃ

　家庭科教育法Ｃ

　技術科教育法Ｂ

　技術科教育法Ａ

　音楽科教育法D

　音楽科教育法Ｂ

　音楽科教育法Ａ
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必修
選択
の別

科目番号 授　業　科　目
単
位

週時間
受　講
年　次

学　期 授　　業　　内　　容

国２１８ 日本古典文学特講Ⅲ 2 ２－０ １～４ 前又は後 　日本古典文学についての専門的講義 教員免許外科目

国２１９ 日本古典文学演習Ⅰ 2 ０－２ ３～４ 通　年 　日本古典文学に係る特定の問題の演習

国２２０ 日本古典文学演習Ⅱ 2 ０－２ ３～４ 通　年 　日本古典文学に係る特定の問題の演習

国３０２ 漢文学講読Ⅰ 2 ２－０ ２～４ 前又は後 　漢文学の基礎的作品の講読

国３０３ 漢文学講読Ⅱ 2 ２－０ ２～４ 前又は後 　漢文学の基礎的作品の講読

国３０４ 漢文学特講ⅠA 2 ２－０ ３～４ 前 　漢文学についての専門的講義

国３０５ 漢文学特講ⅠB 2 ２－０ ３～４ 後 　漢文学についての専門的講義

国３０６ 漢文学特講ⅡA 2 ２－０ ３～４ 前 　漢文学についての専門的講義

国３０７ 漢文学特講ⅡB 2 ２－０ ３～４ 後 　漢文学についての専門的講義

国３０８ 漢文学特講Ⅲ 2 ２－０ １～４ 前又は後 　漢文学についての専門的講義

国３０９ 漢文学演習Ⅰ 2 ０－２ ３～４ 通　年 　漢文学に係る特定の問題の演習

国３１０ 漢文学演習Ⅱ 2 ０－２ ３～４ 通　年 　漢文学に係る特定の問題の演習

国４１４ ことばの教育特講ⅠA 2 ２－０ ３～４ 前 　ことばの教育についての専門的講義

国４１５ ことばの教育特講ⅠB 2 ２－０ ３～４ 後 　ことばの教育についての専門的講義

国４１６ ことばの教育特講ⅡＡ 2 ２－０ ３～４ 前 　ことばの教育についての専門的講義

国４１７ ことばの教育特講ⅡＢ 2 ２－０ ３～４ 後 　ことばの教育についての専門的講義

国４１８ ことばの教育特講ⅢA 2 ２－０ ３～４ 前 　ことばの教育についての専門的講義

国４１９ ことばの教育特講ⅢB 2 ２－０ ３～４ 後 　ことばの教育についての専門的講義

国４２０ ことばの教育特講ⅣＡ 2 ２－０ ３～４ 前又は後 　ことばの教育についての専門的講義

国４２１ ことばの教育特講ⅣＢ 2 ２－０ ３～４ 前又は後 　ことばの教育についての専門的講義

国４２２ ことばの教育特講Ⅴ 2 ２－０ １～４ 前又は後 　ことばの教育についての専門的講義

国４２３ ことばの教育特講Ⅵ 2 ２－０ １～４ 前又は後 　ことばの教育についての専門的講義

国４２４ ことばの教育演習Ⅰ 2 ０－２ ３～４ 通　年 　ことばの教育に係る特定の問題の演習

国４２５ ことばの教育演習Ⅱ 2 ０－２ ３～４ 通　年 　ことばの教育に係る特定の問題の演習

国４２６ ことばの教育演習Ⅲ 2 ０－２ ３～４ 通　年 　ことばの教育に係る特定の問題の演習

国４２７ ことばの教育演習Ⅳ 2 ０－２ ３～４ 通　年 　ことばの教育に係る特定の問題の演習

国４２８
ことばの教育フィールド
ワークⅠ

2 ０－２ １～４ 集　中 　現場の参観・実践等によることばの教育の探究

国４２９
ことばの教育フィールド
ワークⅡ

2 ０－２ １～４ 集　中 　現場の参観・実践等によることばの教育の探究

国４０３ 国語科教育法Ａ 2 ２－０ ２～３ 前又は後 　学習指導要領を踏まえた授業構想を学ぶ

国４０４ 国語科教育法Ｂ 2 ２－０ ２～３ 前又は後 　具体的実践例をもとに授業を構想する

国４０５ 国語科教育法Ｃ 2 ２－０ ２～３ 前又は後 　模擬授業と省察を繰り返し体験的に学ぶ

国５０２ 書道Ⅱ 1 ０－２ １～４ 後 　硬筆及び毛筆によるさまざまな書体の理論と実習

国５０４ 沖縄のことばと文化 2 ２－０ １～４ 前又は後 　沖縄の言語文化をめぐる諸事項の概説

国５０５ 沖縄の文学 2 ２－０ １～４ 前又は後 　沖縄の文学についての講読を含む概説

国５０６ 思春期の自立とことば 2 ２－０ １～４ 前又は後 　思春期の人間形成と言語との関わりについての概説

必
修

国４０１ 国語概説 2 ２－０ １～２ 前又は後
　小学校国語の全領域にわたる基本的事項の概説
　（書写を含む。）

小学校・教
科に関する

科目

必
修

国４０２ 初等国語科教育法 2 ２－０ ２～３ 前又は後 　小学校国語科教育についての基礎的研究
小学校・教
科の指導法

選
択

（
８
単
位

）

学　期 授　　業　　内　　容

自
由

中学校・教
科の指導法

　国語教育専修提供の課程共通科目

教員免許外科目

教員免許外科目

必修
選択
の別

科目番号 授　業　科　目
単
位

週時間
受　講
年　次

教員免許外科目

大学が独自
に設定する

科目

大学が独自
に設定する

科目

教員免許外科目
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　美術教育専修提供の課程共通科目

　　小学校１０教科専門科目

授　業　科　目

小選 中選 小選 中選

美　２０２ 小 専 美 術 2 ２－０ 前 ・ 後 　図画工作のための美術の基礎的演習 幼免選択

   教職専門科目（教科の指導法に関する科目）

小選 中選

美２５１ 初等図工科教育法 2 ２－０ 前 ・ 後 　小学校図工科教育の目標、内容、方
法等についての具体的講述

美２５２ 美 術 科 教 育 法 Ａ 2 ２－０ 前 　美術教育についての基礎的理論及び
授業研究

美３５１ 美 術 科 教 育 法 Ｂ 2 ２－０ 前 　美術教育の指導内容、指導方法等の
研究

美３５２ 美 術 科 教 育 法 Ｃ 2 ２－０ 後 　美術教育の指導内容、指導方法等の
研究

美３５９ 美 術 科 教 育 法 D 2 ２－０ 前 　美術教育の指導内容、指導方法等の
研究

美３５５ 工 芸 科 教 育 法 Ａ 2 ２－０ 前又は後 　工芸教育の指導内容、指導方法等の
研究 工芸免許必修

美３５６ 工 芸 科 教 育 法 B 2 ２－０ 前又は後 　工芸教育の指導内容、指導方法等の
研究 工芸免許必修

　　教科又は教職に関する科目

小選 中選

美３５７ 図工・美術教材研究 2 2-0 前 図工・美術についての教材研究 隔年開講

美３５８ 図工・美術実践研究 2 2-0 前 図工・美術についての教育実践研究 隔年開講

3

4

3

選
択

3

3

必修選
択の別

科目番号

3

必　修 2

3

備　考

必　修 2

必修選
択の別 科目番号 授　業　科　目

単
位

備　考

必修 1

必修選
択の別 科目番号

単
位

週時間
受講年次

学　期

週時間 受講年次 学　期

授　　業　　内　　容

授　　業　　内　　容

備　考授　業　科　目
単
位

週時間 受講年次 学　期 授　　業　　内　　容

選
択

選
　
択

必
　
修
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